
編集後記

第 3回定例理事会　(8月 5日 )
・2024 年度第一四半期点検と下期対策
・2025 年度湘南生活クラブ活動計画策定
・2024 年度生活クラブまちづくり基金の推進活動に

ついて

第 4回定例理事会　(9月 4日 )
・2024 年度中間監査実施について
・2025 年度策定第１次討議
・2025 年エッコロ講座の講師団体の承認

　2 年ぶりに広報湘南の担当に。その間にさらに戦
火はひろがり、数多の尊い命が奪われ続けています。

「戦争だけは絶対にはじめてはいけない」（半藤一利
氏のことば）。（米村）

みなさまからの声が、広報湘南の進化につながります。お気軽にご感想などお寄せください。✉　kohoshonan2019@gmail.com 

組合員数 (8 月末現在） 21,246 人　（4 月期首　21,176 人）
　●班 1,289 人 ●個配 14,145 人 ●デポー  5,628 人 ●未組織 184 人

世帯当たり利用高 (8 月） 17,704 円　( 前年度同月比 107.5 ％)
　●班　19,463 円　●個配　18,892 円　●デポー　14,313 円 《Facebook》 《Instagram》
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報告　ヒロシマ組合員派遣 報告　こめや食品生産者交流会

10 月 4 日   参加者　38 名

　８月５日―夕闇の広島平和記念資料館。一枚の写真の
前にたたずむ。この写真は、1945 年 8 月 6 日午前 11
時頃、爆心地から 2.2 ㎞程離れた御幸橋（みゆきばし）
西詰めにおいて、撮影された 1 枚である。「20 分ほど
ためらい、やっとの思いで、1 枚目のシャッターを切っ
た」と説明が付されていた。被爆後の広島の “実相” を
最も早く捉えた写真の 1 枚と聞いた。
　原爆は一瞬にして庶民の暮らしを地獄絵図に塗り替え
てしまったが、そうした現場を訪ね、そこで暮らしてい
た人に思いを馳せることを、私は今回の派遣研修のテー
マの一つにしていた。
　翌 8 月 6 日午後、被爆証言者のかたから、御幸橋の
上流にあたる鶴見橋でのお話を聴くに至り、写真や被爆
遺構だけでなく、広島のどこを歩いていても足下一面に
悲惨な光景が広がっていたのだ、という思いが現実と
なった。この「被爆の実相」について考えを深め、伝え
ていくことが、目下の急務である。
　　　　　　　　　　（城下町コモンズ　武田英二）

【ヒロシマ組合員代表派遣について】
　生活クラブ神奈川独自の取り組みで意思ある組合員を
募り、原爆の投下の 8 月 6 日に「湘南生活クラブの代表」
として組合員を派遣しています。被爆地・広島を実際に
訪れ、体感してもらうことで、平和の大切さを学んで次
世代に繋ぐことを目的としています。
なお、組合員派遣の費用は組合員から募るカンパ金を基
にしています。

ジオラマ - 御幸橋付近

　クリスマス・お正月の消費材の優位性を組合員自身が
まわりの人たちにアピールし、予約率を上げることを目
標に、コモンズ・デポークリ正実行委員と運営委員を対
象に開催、伊達巻、かまぼこなどの練り物の消費材につ
いて学びました。

　こめや食品の川崎氏の話は、活動歴の短い組合員に
とってもわかりやすく、不要な添加物を使用しない生活
クラブの取り組みについても十分伝わるものとなりまし
た。分厚く切ったかまぼこ・伊達巻を味わいながら、そ
れぞれが学び考えた「腑に落ちた言葉」をワークショッ
プで伝え合いました。「買って帰りたい。作るストーリー
に感動した。この話を聞いてほしい。 」、「無リンすり身
は特注品」、「原価積み上げ」、「市販の原料と生活クラブ
の原料のちがいがわかって良かった」などなど。さらに
それらを組合員に伝えてゆくことの大切さを実感する学
習会となりました。

　最後には、川崎氏からの食べ方提案で「伊達巻のバニ
ラアイスのせバルサミコ酢がけ」を食べながら、おいし
く学習会を締めくくりました。

御幸橋西詰めの碑
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